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目的 

医療, 福祉分野の早期離職率は, 長年40％前後の高水

準を維持する。就職難易度が高い国内大手航空会社の客

室乗務職においても, 同様に毎年約30%を前後する。労

働背景が異なる職種であっても, ヒューマンサービス職

の現場では, 多くの若年就業者が離職を選択する。この

早期離職の要因として, 近年リアリティ･ショック（以下

RS）が注目される。RSとは「新人が本格的な仕事に就

いた際の, 期待と現実の差が生み出すストレス（Kramer, 

1974）」と定義される現象であり, 主に看護や保育, 教職

などのヒューマン･サービス領域で研究が重ねられる

（e.g., 平賀ら, 2007;松浦ら, 2020）。本研究は, 実証研究の

知見が極めて少ない国内航空会社客室乗務員のRSの性

質と, 「予定していなかった」早期離職との相互作用的

な関係性を明らかにすることを目的とする。 

方法 

調査対象者 国内大手航空会社に新規学卒入社で入社

後, 早期離職した, かつリアリティ･ショックを経験し

たと自覚する, 2009年入社元客室乗務員5名（離職時平

均年齢25.2, SD= .83）。 

調査 先行研究のリアリティ･ショック分類から作成さ

れたガイドを用いた半構造化インタビューを実施した。 

分析 KJ法（川喜田, 1967）によるカテゴリーの構築を

経由し, TEAを援用した, 環境や個人レベルでの認知や

行動の相互作用を視覚化するプロセスの分析を行なった。 

結果 

対象者の【対人業務への志向】【組織・システムへの

期待】は就職活動前から高く, 【職業人としての成長へ

の期待】【チームワークへの期待】は採用試験の過程を通

じさらに高まっていた。入職後まず, 【上司・先輩への

期待はずれ感】が感じられ, 基本業務を覚え独り立ちす

ると【対人業務への期待はずれ感】を経験する。その後, 

【仕事への期待外れ感】が仕事に慣れるほどに感じられ

た。主に【ルーティンワークへの期待外れ感】で, これ

は【専門性への疑念】へと発展した。これにより離職意

思が想起されるようになり, 他者に相談した際の【他者

の職種への理解のなさ】はこの意思を強化した。この後, 

仕事に関連する【不適応状態】が自覚され離職に至った。 

 

考察 

本研究では, 元客室乗務員5名が離職を決意するまで

のプロセスを統合し, 視覚化することで, 環境や状況か

らの影響に対する情動の制御や自身の価値信念の調整を

繰り返しながらなされた意思決定のプロセスが明らかに

なった。先行研究から離職意思決定の契機となると想定

した「仕事の厳しさに対するRS」の先に, 仕事のルーテ

ィンワーク化を経た「専門性や対人業務への期待はずれ

感」というRSが在り, これも意思決定の主要な要因で

あったことが明らかになった。さらに, 現場での指導や

職務環境の厳しさのみならず, 職業に対する社会的な評

価や職業ステレオタイプに基づく理解が, 「予定してい

なかった」離職の意思選択に影響を与えていた。 
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